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潜水観察による人工魚礁の実態について一Ⅲ
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Abstract

DivingobservationswerecarriedoｕｔｔｗｉｃｅｉｎＭａｒｃｈａｎｄｉｎＭａｙ，1979,concerning

thefollowingartificiａｌｒｅｅｆｓｗｈｉｃｈｈａｄｂｅｅｎｓｅｔｉｎｔｈｅｓｅａｆｒｏｎｔｏｆｆＴａｎｉｙａｍａ
ｂｅａｃｈｉｎＫａｇｏｓｈｉｍａＣｉｔｙ：concreteblocks，dilapidatedbus；ｓｕｎｋｅｎｂｏａｔ，ｅａｒｔｈｅｎ

ｐｉｐｅｓ；witheredtrees･

Ｔｈｅｒｅsｕｌｔｓｏｂｔａｉｎｅｄａｒｅａｓｉｎｔｈｅｆｏｌlowｉｎｇ：

１）Theartificialreefwhichwasascertainedtobemosteffectiveforgathering
fisheswasthereefconsistinｇｏｆａｓｏｒｔｏｆｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｃｏｎｃreteblocksand

thedilapidatedbus，ａｎｄｄｕｒｉｎｇｔｈｅｐｅｒｉｏｄｆｒｏｍＭａｒｃｈｔｏＪｕｎｅＣﾉb7ys”〃帆”αﾉｏγand
TjZg岬りれ０馴勿"c伽swereobservedtohavebeengatheredmuch、

２）Incaseofthedilapidatedbus，ｄｕｅｔｏｔｈｅｅｒｏｓｉｖｅｄｅｃａｙｏｆｔｈｅｉｒｏnboard，
ｍｏｓｔｏｆｔｈｅｃｅｉｌｉｎｇｗａｓｍａｄｅｔｏｂｅｌｏｓｔａｗａｙ；however，ｔｈｉｓｔｕｒｎｅｄｔｈｅｂｕｓｉｎｔｏａ

ｓｏｒｔｏｆｂｏｘtypedartificialreef，ｗｈｉｃｈｗａｓｉｎｐｏｓｓｅｓｓｉｏｎｏｆｓｏｍｅｗｈａｔenhanced

fishinggatheringeffect、

３）Ｓｕｃｈｓｍａｌｌｓｉｚｅｄｆｉｓｈａｓ〃Qgりれｅ”伽”郷ｓｗａｓａｐｔｔｏｂｅａｌｌｕｒｅｄｔｏｔｈｅｗｉｔｈｅｒ‐
edtreereefs・

Accordingly，ｉｔｗａｓａｓｓｕｍｅｄｔｈａｔｔｈｅｒｅａｌｉｚａｔｉｏｎｏｆａｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｓｅｗｉｔｈｅｒ－
ｅｄｔｒｅｅｒｅｅｆｓｗｉｔｈｏｔｈｅｒａｒｔｉｆｉｃｉａｌｒｅｅｆｓｗｈｉｃｈｗｅｒｅａｌｌｕｒｉｎｇｔｏｔｈｅｌａｒｇｅ－ｓｉｚｅｄｆｉｓｈｅｓ

ｗｏｕｌｄｇｉｖｅｕｓａｈｅｉｇｈｔｅｎｅｄｅｆｆｅｃｔｉｎｆｉｓｈｇａｔｈｅｒｉｎｇ．

1．緒宮

鹿児島市谷山漁業協同組合および遊漁者とにより利用されている谷山沖合海域の人工魚礁に

ついて潜水観察を行ない検討を加えたのでその結果について報告する．

＊鹿児島大学水産学部漁具学研究室（LaboratoryofFishingGear，FacultyofFisheries，Kago‐
shimaUniversity，Kagoshima,Japan）

*２深海サルベージ株式会社（SinkaiSalvagPCo・Ltd）
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2．人工魚礁の概要と観察方法

鹿児島港の南部の港界線付近にあたる当海域には，新港の港ロ沖合を中心とする８個所に人

工魚礁が設置されている（Fig.１，Tableｌ)．

用いられている魚礁資材は，コンクリートブロック，古バス，土管，廃船，松樹木，熔岩の

６種類である．魚礁にはこれらの資材の中でコンクリートブロックが最も多く用いられている

が，複数の資材による組合せがほとんどである．特に葉，枝をつけた松樹が毎年春季に夫々の

魚礁上か，もしくはその周辺に投入されている．従って当海域の魚礁は，周年にわたって魚群

を滞留させるためのものではなく，むしろ春季に魚群を多く集めて利用するものとなっている．

晩春から初夏にかけてのマダイ，イサキ漁はその好例である．

潜水観察は昭和５４年の３月と５月の２回，３個所の魚礁（ＫＴ－３，KT-4，ＫＴ－８魚礁）に

おいて実施した．また３月には魚礁周辺の８点で採泥を，７点で測温，採水等の漁場観測を行

なった（Fig.２)．なお潜水観察時のテレビ撮影には水中テレビ安定維持装置（吐師式）を用
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Table１．ＳｈｏｗｉｎｇｔｈｅｓｔａｔｅｏｆａｒｔｉｆｉｃｉａｌｒｅｅｆｓｏｆｆｓｅａｏｆＴａｎｉｙａｍａｂｅａｃｈ
ｉｎＫａｇｏｓｈｉｍａｃｉｔｙ．
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いた（PlateⅣ一Ｈ)．
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3．魚礁の観察結果

KT-3魚礁（Ｆｉｇ．４，Ｐｌａｔｅｌ）

谷山新港の港口から最短距離に位置するこの魚礁は，昭和５２年に設置された比較的新しい

並型コンクリートブロック魚礁で，礁上には松樹が投入されている．コンクリートブロックの

構造は１．５ｍの正六面体，個数は135個である（Fig.３)．設置の形態は，中央に僅かながら

くぼみを有する山型で，東西方向に長く，平面形状はへら状である．最大の長さは約４０ｍ，

頂部の高さは約５ｍで３～４段積みとなっている．中央のくぼみから西方にかけては松樹が

投入されており，ブロック上に林立する様相を呈している（Fig.４，Ｐｌａｔｅｌ－Ｆ)．ブロックの

散乱はみられず，まとまりよく積み重ねられている．ブロックに圧潰や破損はみられないが，

角部に亀裂を多くみる．上面は浮泥状の堆積物で薄く覆われているが，その厚さは０．５ｍｍ
以下である（Platel-G)．埋没は２０ｃｍ程度であるが，これは設置時のブロックの重量によ

るものであろう（Platel-H)．魚礁付近の洗堀はみられない．付着生物はフジツポが全面に

付着している他，シロガヤ，ヤギ類を多く認めた（Table２)．



２０：

鹿児島大学水産学部紀要第28巻（1979）

２１｡

SideVieWPIaneVieW

KT-3Ｒｅｅｆ（Concreteblock）
''１

１５０

Ｖ

－１００－－１００－＞

Unit:cm

Fig、３Ｔｈｅｓｉｚｅｏｆｃｏｎｃｒｅｔｅｂｌｏｃｋｒｅｅｆ．

zｐ

Ｆ３０－リ z０

Ｔ

2５ 中
１５０、学１５０男

ＫＴ－４、Ｒｅｅｆ（Concreteblock）
ハ

1００

１

小

1００

１

磯:織織繊繊鱗醗蝿識繊雛溌ｃ

ぐ４０ｍ会

:201

9４

婿集魚は，ネンブツダイ，マアジ，ナガハナダイ，マダイ，カゴカキダイ等がその主なもの

である．ネンブツダイは魚礁の全面を群泳しているが，特に中央部のくぼみに密度が高い．群

の高さは魚礁上２～4ｍである．この他，松樹付近にも多くみられた．ナガハナダイは体長約

10ｃｍで，ネンブッダイと混棲している。尾数は少ない．マアジは体長１０～15ｃｍの幼魚で，

礁上５～6ｍの層に群泳している．マダイは体長約４０ｃｍ，頂部のブロック内に３尾認めた
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Table２．Ｔｈｅａｄｈｅｒｅｄｌｉｖｉｎｇｔｈｉｎｇｓａｎｄｔｈｅｇａｔｈｅｒｉｎｇｆｉｓｈｅｓｏｎｔｈｅｅａｃｈ
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(Table２)．

ＫＴ－４魚礁（Fig.６，ＰlateⅡ，Ⅲ）

ＫＴ－３魚礁の南南西約２．５kｍの水深３６ｍに位置する．昭和４０年に並型コンクリートブ

ロック９０個，その上に，昭和４４，４６年，大型の古バス６台を投入した珍しい型のものであ

る．ブロックの寸法をＦｉｇ．３，パスの寸法をＦｉｇ．５に示した．設置形態は東西方向に長く，

約５０ｍ，最高部の高さは約７ｍである．ブロック自体は略２段積み，長さは約３０ｍであり，

その上にバス４台が口字型におかれている．従ってバス群の中央部は箱型のくぼみが形成され

ている．ブロック魚礁から距離を置いて２台のバスが独立して存在する．いずれも正姿の状態

である．バスの腐蝕の状態は屋根の鉄板の部分が最も甚だしく，１/2～2/３の面積を消失して

いる（PlateⅡ-Ａ～C)．海中における鉄材の腐蝕量は年に厚さ０．２ｍｍとされているが')，

この魚礁の場合は，バスの鉄板の厚さが０．８ｍｍであるので，０．８ｍｍ÷（54年-46年）＝

0.1ｍｍ/年となる．しかし側壁，窓枠，シャーシー等はさほど腐蝕していない．床，内壁等の

＃
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木板部分は既に腐蝕し消失している．ハンドル，椅子等は写真にみる様にそのままの形で残っ

ている（PlateⅡ一Ａ～C)．この他，底部の穀損したもの，タイヤの消失したもの等もあるが，

これは着底時の衝撃によるものであろう．窓は全て開放状態である．なおバス魚礁を設置する

際はバスの両側に樹木を付して投入している模様である（PlateⅣ-E～Ｇ)．浮泥状の堆積物は

KT-3魚礁より量的に多く，特にバスの屋根の部分と車内に多い．その厚さは０．５～１ｍｍで

ある．埋没はブロックで約２０ｃｍ，パスで約３０ｃｍである（PlateⅢ－，，Ｇ)．付着生物はシ

ロガヤ，ヤギ類をＫＴ－３魚礁より多く認めたが，外海に設置された魚礁と異なり，フジツボ等

の付着生物が非常に少ない（Table２)．

婚集魚は観察の範囲では小型魚のみで，ほとんどネンブッダイである．この他，ネンブッダ

イと混棲しているナガハナダイ，ウマズラハギの小数尾と，バスの底部に潜むイセエビを認め

た（PlateⅢ-C)．ネンブツダイは，Ｋ証､－３魚礁より多くｊ(胃集しており，随所に密度の高い群

を形成している．特に中央部のバス周辺に多い．この群はバスの内外を縫うように移動する群

と，バス内に占位する群とに分かれるが，後者は尾数が少ない．群の高さはバス上で約０５ｍ

とかなり低い．なおバス魚礁に絡む魚網，テグス，錨を認めた．有名なマダイとイサキの１本

釣漁場であるが，視界が１ｍ程度と非常に暗かったこともあって，これらの大型魚を認める

ことが出来なかった（Table２)．

Ｋ毎-８魚礁（Fig.７，ＰlateⅣ）

当海域の魚礁群の最南端に位置し，土管，沈船および樹木の松樹よりなる．土管魚礁は昭和

52年，径２０ｃｍ，長さ８０ｃｍの土管を893本，沈船魚礁は昭和５４年２月，長さ１０ｍの木

船を１隻沈設したもので，図示するように両魚礁の間隔は約５０ｍである．松樹はこの両魚礁

の１部と，夫々の周辺に横倒しの状態でおかれている．土管魚礁の形態は直径約４０ｍの円形
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状，中央で４～５段積み．広範囲に散乱しており，高さは約１．５ｍと低い．周縁の土管は

1/4～1/３程度埋没しており，ほとんどのものが１部段損している．全体が厚い浮泥状の堆積

物で覆われている.付着生物はフジッポを少数認めたにすぎない・

沈船魚礁は２カ月程度しか経過していないため未だに船底塗料はそのままの状態で残ってい

る。船尾部の破損がみられるが，これは着底時の衝撃によるものであろう．正姿の状態で，魚

倉蓋はなく，甲板上にドラム缶１本をみる．

観察し得た蛸集魚は，土管魚礁上に薄くネンブツダイ，土管の間に体長２０ｃｍのホウセキ

ハタを，松樹のかかる土管魚礁に密群をなすネンブツダイ，小数尾のマアジ，チダイ，’キジハ

タを夫々認めた．土管を出入するマダイ，土管内に潜むイセエビを期待したが全く認められな

かった．沈船魚礁では，船上にネンブツダイの密群，船底にイセエビ２尾を認めた．沈船の至

近の松樹にはネンブツダイの密群と小タイ，トラギス，ウマズラハギ，アカシタビラメ，ヒラ

メを認めた．しかしその尾数は少ない（Table３)．

Ｔｈｅ

ｓｐｅｃｉｅｓ
ｏｎｔｈｅ

ＫＴ－８

ｒｅｅｆ

Ｔａｂｌｅ３．Ｔｈｅａｄｈｅｒｅｄｌｉｖｉｎｇｔｈｉｎｇｓａｎｄｔｌｌｅｇａｔｈｅｒｉｎｇｆｉｓｈｅｓｏｎｔｈｅｅａｃｈ
ａｒｔｉｆｉｃｉａｌｒｅｅｆ．

0?"0幼加Ｂａ/α〃

Ｐα"ﾉzノ""ｓｊ””j“ｓ（SIEBoLD）

l､ｈｅｇａｔｈｅｒｉｎｇｆｉｓｈｅｓ

“Qgり〃Ｓｃ”""”師ｓ（ＴＥＭＭＩＮｃＫ＆ＳｃＨＬ画GEL）

Qp姥"αｵ”s"Sc”"ｓ（ＴＥＭＭＩＮｃＫ＆ScHLEGEL）

助如”〃91郡Ｓｃﾙﾉ0”sﾒig池ａ（CuvIER＆VALENcIENNEs）

乃.αc"”"ｓｊ””ｉａｊｓ（ＴＥＭＭＩＮｃＫ＆ScHLEGEL）

戯ﾘ"減Sノ”o7ZfCa（TANAKA）
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Cy"09わss"sﾉqy"”』（GuNTHER）

A"z”zsgs7邦0′9s”ｓ（GuNTHER）

P”α"cA”'ｓｏ伽α“"ｓ（ＴＥＭＭＩｃＫ＆ScHLEGBL）
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4．底質の分析結果（Table４，Ｆｉｇ．８）

昭和５４年３月６，８日の２日間にわたり，エクマンバージ採泥器による表層の採泥を行な

った．採泥点はＦｉｇ．２に示す人工魚礁の配置点付近６点とした．これらの測定点より得た底

質柱状試料の表層部２ｃｍ(U）と底層部（Ｌ）とについて，エミリー管による沈降法と，ピペ

ット法により粒度を測定した．そして試料毎に中央粒径値（Ｍｄ)，淘汰係数(So)，歪度（Sk)，

泥質含有量を算定した．

結果として，測定域の堆積物のＭｄはいずれも４砂以下の値であり，砂質以上の粒径分布

を主としている．Ｓｏについては値が0.9～2.4と全域にわたりかなり淘汰良好といえよう．一

般に浅海での堆積物の淘汰度はＭｄ‘値がおよそＭｄ２の細粒砂，Ｍｄ８の泥質堆積物の付

Table４．Resultｓｏｆｔｈｅｏｃｅａｎｏｇｒａｐｈｉｃｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎ．
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近で分級の良いものが集中する2）と云われる．この海域ではＭｄの値はＭｄ1.64～３．７６とな

り，ほぼ同様な傾向がみとめられた（Table４)．底質粒度組成は砂質およびシルト質砂が全

域を占めている．ただＮｏ．６の測定点においてＵはsilty-sand，Ｌがｓａｎｄと僅かながら

差がみられた（Fig.８)．これは長い年数を経てシルト質砂の供給が沿岸からの混入，或いは

海水の流動等によって行なわれたものと推定される．

5．漁場観測結果（Table５）

昭和５４年３月６日，Ｆｉｇ．２に示す各観測点において，表層，水深１０，２０，３０，４０，５０ｍの

各層の水温，塩分，酸素量を測定した．各測定値については表に示す通りである．なお潜水観

察した３魚礁付近底層の測定値の範囲は，水温15.31～15.38°Ｃ，塩分34.442～34.468％｡，酸

素量５．１１～５．２０，ﾉ/ノである．

6．考察

潜水観察を行なった魚礁について魚群の蛸集効果を比較してみると，最も優れた魚礁とし

て，コンクリートブロックとバスを組合せたＫＴ－４魚礁をあげることが出来る．観察した魚

種はほとんどネンブツダイであるが，マダイおよびイサキの漁場として最も優れた魚礁である

という．その理由は設置後の経過年数が10年以上でかなり古いことと，バスが大小，様々の

しかも多くのくぼみを有することで，構造的にも，形態的にも優れた形を備えていることにあ

る．このくぼみの効果3)'4）については，設置後１年しか経過していないＫＴ－３魚礁でもみら

れた－次に優れた魚礁としては，各魚礁にとっては副資材的な存在になっている松樹の樹木魚

礁をあげることが出来る．ネンブッダイ群の密度も高く，また多くの魚種を集めている．最も

効果の低い魚礁は土管魚礁であろう。浮泥状の堆積物が表面を厚く覆っている上に高さも低く

凸凹も顕著でない．このような形態をもつ魚礁は，上に述べた樹木魚礁を組み合わせることに

より，その効果を多少あげることが出来よう．

次に当海域で行なわれる漁業と魚礁との関係についてふれてみる．現在この魚礁はほとんど

１本釣漁業の漁場として利用されている．

その主な対象物は，チダイ，アジ，マダイ，イサキで，その水揚量は谷山漁協に水揚げされ

るこれらの魚種の４割程度を占めるという。タイ，イサキ漁の盛んな晩春から初夏にかけて

は，多数の漁船が特定の魚礁に集中するため，撒餌や漁具の魚礁への絡み等により，魚礁周辺

の漁場環境が損なわれる恐れがある．特に好漁場とされているＫＴ－４魚礁は，その構造と形

態の故に漁場荒廃につながる危険性を有している．適正な魚礁管理こそ必要であろう．

終りにこれらの魚礁群が鹿児島市に近く，また大型港の港ロ沖合に位置するとあって，浮泥

状の堆積物が問題となる．観察の結果では，各魚礁を通じて，その堆積量は厚さ０．５～1.0

ｍｍ程度とみる．恐らくその堆積量は鹿児島県下の人工魚礁の中で最も多いクラスに入るで

あろう．特にその量の多いのは，複雑な形態をもつバス魚礁と，高さが低く凸凹の少ない土管

魚礁である．このことは漁場環境の変化によっては，魚礁個体の構造と魚礁全体の形態につい

て再検討する必要のあることを示唆するものである．
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7．要約

鹿児島市谷山沖合海域に設置してあるコンクリートブロック，古バス，廃船，土管，樹木の

各魚礁を昭和５４年３月と５月に潜水観察した結果，次のような知見を得た．

１）最も魚群の蛸集効果の優れた魚礁は，コンクリートブロック魚礁とバス魚礁を組み合せ

た形式のもので，マダイ，イサキの大型魚が蛸集するといわれている．今回はネンブツダイと

イセエビ等を観察した．

２）バス魚礁は設置後10年を経過すると，鉄板が腐蝕して屋根の大部分を消失する．しか

しそのため，箱型の魚礁となり，魚群の蛸集効果は増加する．

３）樹木魚礁にはネンブツダイ等の小型魚が多く蛸集する傾向がある．従って他の魚礁と組

合せることにより，大型魚の来遊を招き，生産効果をあげることが出来るようである．

本研究は谷山漁業協同組合の依頼により実施したもので，研究調査に当り，御協力をいただ

いた同組合長を始めとする多くの組合員各位に深くお礼申し上げる．また潜水調査の遂行と写

真を含む資料の提供に御協力と御助力を賜った鹿児島市水産課に対し深謝申上げる次第であ

る．
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